
陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
あ
ぐ

っ
て

松

尾

肇

子

一
、
物
外
楼

新
井
白
石
(名
は
君
美
)
は
、
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
及
び
七
代
将
軍
家
継
に
仕
え
、

同
時
期
に
関
白
だ

っ
た
近
衛
基
熈
、
家
狸
父
子
と
交
流
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

前
号
掲
載
の
拙
文

「
陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「鄙
作
意
解
」
を
あ
ぐ

っ
て
」
に

述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な

い
。
そ
こ
に
紹
介
し
た
白
石
詩
二
首
の
其

一

に
は

「青
道
遥
臨
万
景
楼
」
、
其
二
に
は

「青
雲
路
接
白
雲
楼
」
と
詠
じ
て
い
る
。

家
熈
の
侍
医
、
山
科
道
安

の

『棉
記
』
の
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
正
月
四
日
に
は

「
甲
辰
元
旦
」
と
題
す
る
家
熈
の
七
言
絶
句
二
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

第
二
首

の
転
句
結
句
に
は

「登
楼
山

色
長
随
我
、
栄
翼
華
棲
還
有
隣
(楼
に
登
れ

ば
山
色
長
に
我
に
随
い
、
栄
翼
華
棲

還
た
隣
有
り
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
詠
じ

ら
れ
た
楼
の
名
は

「物
外
楼
」
と
い
う
。
そ
れ
は
将
軍
家
宣
の
尽
力
に
よ
り
入
手

し
た
地
に
構
え
た

「
別
業
」

に
あ

っ
た
。
緑
川
明
憲
氏

に
よ
れ
ば
三
千
坪
弱
の

「
土
地
の
所
在
地
は
、
寛
保

・
延
享
ご
ろ
の
絵
図
に
、
鴨
川
の
西
側
、
丸
太
町
通

よ
り
南
、
夷
川
通
よ
り
北
の
地
に

『
近
衛
や
し
き
』
と
あ
る
た
め
、
こ
の

一
帯
だ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。
摂
政

関
白
辞
任
後
の
隠
居
所
と
し
て
住
む
た
め
に

造
営
さ
れ
た
別
業
の
中

で
も
、
二
層

の
楼
閣

「
物
外
楼
」
は
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

建
物
だ

っ
た
。
こ
れ
に
は
当
初

「上

層
に

『
物
外
楼
』
額
が
、
下
層
に

『山
水
清

暉
之
処
』
額
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
(ど
ち
ら
も
家
熈
が
揮
毫
し

た
も
の
)
」。

こ
の
扁
額
の
文
字
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

前
号
に
述

べ
た
通
り
、
家
凝
は
物
外
楼
で
作

っ
た
自
作

の
漢
詩

に
和
韻
す
る
よ

う
求
あ
、
そ
れ
に
応
じ
て
白
石
は
ま
だ
見
ぬ
風
景
を
想
像
し
て
二
首

の
詩
を
江
戸

で
書

い
た
。
家
狸
の
こ
の
要
請
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
「物
外
楼
」

の

名
は
、
白
石

の
提
案
か
ら
選
ん
だ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
稿

で
は
ま
ず
白
石
が

献
上
し
た

「楼
名
」
、
即
ち
彼
の
提
案
書
を
翻
字
す
る
。
続
い
て
第
三
節

に
は
建

物
の
名
称
に

つ
い
て
の
慈
蓄
を
傾
け
る

「別
啓
」
を
翻
字
す
る
。

い
ず
れ
も
政
治

的
な
文
章

で
も
研
究
成
果
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
も
な
く
、
私
的
な
交
流
の
中
で

書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翻
字
で
は
、
本
文
の
改
行
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
適

宜
句
読
を
施
し
、
平
仮
名
は
常
用
の
書
体
を
用
い
た
。
漢
字
は
で
き
る
限
り
原
本

に
近
い
書
体
を
選
ん
だ
が
、
原
本
で
は
出
典
の
引
用
部
分
は
楷
書
、
他
は
行
書
で

あ
る
。
な
お
、
翻
字
に
は
立
命
館
大
学
文
学
部
川
崎
佐
知
子
教
授
の
御
助
力
を
賜

っ

た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

二
、

「楼

名
」

巻
頭
に

「楼
名
」
と
記
さ
れ
た
文
書

(
一
六
、
一
×

一
九
二
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
)

〔資
料
番
号
三
七

一
七
二
〕
に
は
、
冒
頭

の
挨
拶
も
な
く
、
楼
の
名

の
候
補

が
書
き
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
別
に
書
簡
或
い
は
使
者
の
伝
言
が
あ

っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
末
尾
に
は
、
家
熈
の
心
に
か
な
う
も
の
を
採
用
さ
れ
た
く
、
追
加
も
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陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ
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て

辞
さ
な
い
と
添
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
て
補
足
を
加
え
る
。

以
下
、
ま
ず
全
文
を
翻
字
し
た
の
ち
、
出
典
に

櫻
名

達
観

古
キ
名

二
有
之
歎
、

質
誼
賦
、
達
人
大
観
分
、

大
観頁
賦
見
子
前
、

易
観
卦
家
伝
、
大
観
在
上
、
順
而
巽
、

中
正
以
観
天
下
、

楼
名
に
此
等
ノ
字
相
応
ノ
コ
ト
に

奉
存
候
、
但
し
、
謙
遜
ノ
意
な
き

や
う
に
心
得
候
も
可
有
之
候

へ
と
も
、
某

存
候
処
は
さ
は
な
く
候
、
大
ナ
ル
観
モ
ノ
に
て

達
人
ノ
観
ル
へ
き
所
と
申
す
事
に

候

へ
は
、
自
ラ
尊
大
に
し
て
理
に
て
は

な
く
候
は
ん
歎
、
況
や
大
観
の
字
な
と
は

質
誼
ノ
意
も
有
之
候
、
又
豪
伝
ノ
義
も

有
之
候
は
、
順
に
し
て
巽
の
事
候
、
乍
恐

御
身

の
上
二
ひ
し
と
あ
ひ
候
て
自
ら
中
正

を
得
さ
せ
ら
れ
、
天
下
に
観
ら
れ

さ
せ
ら
れ
候

御
事
に
も
候
、
さ
て
出
所
は
頁
誼

に
御
と
り
候

や
ら
む
易

二
御
と
り
候
や
ら
む
か
た

つ
き

申
さ
ぬ
や
う
に
て
文
字
雄
偉
に
覚

え

な
か
ら
可
然
欺
と
は
存
し
よ
り
候
、

至
游

古
キ
名
に
有
之
歎
、

至
観列
子

至
游
者
不
知
所
適
、
至
観
者

繋

、漆

慧i懲

 

慧
灘
灘
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不
知
所
眠
、

天
遊荘
子
心
有
天
遊

注

・
・
(筆
者
注
芙
遊
)謂
不
繋

心

天
尺

古
キ
名
に
有
之
候
欺

城
南
章
杜
、
去
天
尺
五

出
張
安
語

杜
詩
注
、
去
天
尺
五
之
謡
、
則
章
杜
二

家
惟
在
未
央
宮
前
甚
近
之
辞
也

左
傳
天
威
不
違
顔
腿
尺

天
尺
ノ
本
語
は
左
氏
た
る
へ
く
候
、
し
か
る
に
漢

唐
の
比
長
安
の
う
た
に
章
氏
杜
氏

宮
南
に
近
き
所
に
居
し
候
故
に

此
う
た
有
之
と
見
え
候
、
し
か
る
を
又
、

後
人
、
楼
の
名
に
用
ひ
候
は
、
此
楼

の

天
に
近
き
義
に
取
候
事
に
見
え
候
、

字
様
お
も
し
ろ
く
候
て
、
ま
つ
楼
名

な
れ
は
、
天
に
近
き
の
義
と
見
え
候
、

さ
て
、

御
家
號
の
近

の
字
に
も
、
下
意
は

か
よ
ひ
申
す

へ
く
候
歎
、
又
當
時
、

御
退
休
の
御
事
に
候

へ
と
も
、

朝
家
に
御

つ
か
へ
の
御
心
は
腿
尺
を
さ
ら
せ

ら
れ
候
は
ぬ
御
事
に
も
通
ひ
可
申
候
歎
、

可
樂

古
キ
名
に
有
之
候
、

義
之
蘭
亭
記

、
仰
観
宇
宙
之
大
、

傭
察
品
類
之
盛
、
所
以
遊
目
騎

懐
、
足
以
極
視
聴
之
娯
、
信
可
楽

也
、

陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

古
人
取
用
ひ
候
所
、
も
し
此
可
楽
の
字

に
候
も
有
之
欺
、
蘭
亭
に
は
、
崇
山
清

流
等
有
之
と
見
え
候

へ
は
、
山
水
の
観
。.

有
之
候
所
に
は
、
相
応
に
も
可
有
之
候
欺
、

又
、
此
記
に
壕
り
候

へ
は
、
大
観
の
心
も

有
之
候
、
又
、

観
大

も
お
も
し
ろ
く
可
有
之
候
か
、

如
此
に
候
は
＼
、
達
人
大
観
よ
り
は
此
そ

可
然
候
欺
、
但
し
、
字
様
に
は
、
大
観
の
か
た

ま
さ
り
候
事
、
勿
論
に
奉
存
候
、

萬
象唐
詩
、
天
廻
萬
象
出

岳
陽
櫻
記
、
朝
暉
夕
陰
、
氣
象
萬

千
、

字
髄
是
又
雄
渾
に
は
可
有
之
奉
存
候
、

大
隠白
居
易
詩
、
大
隠
住
朝
市
、
小
隠
入

丘
焚
、

古
人
に
小
隠
を
用
ひ
候
は
有
之
候
、

朝
市
之
際
に
隠
ル

・
と
申
す
事
、

乍
恐
御
本
分
の
事
に
て
は
有
之
候
歎
、

小
山准
南
王
招
隠
詩
序
、
小
山
者
准
南

八
公
之
徒
、
分
造
詩
賦
、
或
称
小
山
、

或
称
大
山
、
如
大
小
雅
、

古
人
此
序
の
語

二
よ
り
候
て
、
大
小
山
は

隠
者
之
事
に
用
ひ
候
、
此
字
打
見
え
候
所
は
、

小
し
き
な
る
山
楼
と
申
す
や
う
に
て
、
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下
に
は
隠

ノ
字
を
含
み
候

て
、
か
ろ
く

と

お
も
し
ろ
く
奉
存
候

へ
と
も
、
す

て
に
山
水

清
暉
の
字
御
用
被
遊
候
上
は
、
山

の
字

重
複
に
も
可
有
之
候
は
ん
歎
、

超
然東
披
超
然
皇
の
記
有
之
候
キ
、
物
外
に

超
出
し
候
意
と
相
見
え
候
、

物
外

古
人
取
用
ひ
候
欺
、

空
中古
人
郡
康
節
を
空
中
楼
閣

の
こ
と
く
な
る
人
物
と
申
し
た
る
事

有
之
候
、

こ
れ
は
望
む

へ
く
し

て
其
地

位
に
は
居
る
事
か
な
ふ
ま
し
き

心
に
て
も
候
歎
、

芥
子

古
人
取
用
ひ
候
歎
、

イ

ル

へ

こ
れ
は
佛
氏
芥
子
殻
中
容
二須
弥

山
一之
故
事
に
取
り
候
て
、
此
楼
小
し
き
な
り
と

い
へ
と
も
、
景
を
容
ル
・
コ
ト
の
無
量

な
る
の
心
に
て
候
、
か
ろ
ー

と
お
も
し
ろ
き
字

様
に
は
奉
存
候
、

右
み
な
く

意
義
に
取
た
る
に
て
候
、

す
て
に
、
山
水
清
輝

の
四
字

二
景
象

は

鑑
之
候
上
は
、
楼
名
に
景

の
事
申
候

は

蛇
足
を
添
候
欺
と
存
し
奉
り
候
故

に
、

右
之
字
と
も
撰
進
仕
候
、
も
し
景

の
事
を

申
し
候

ハ
・
、

萬
景

明
遠

聚
景

多
景

富
景

聚
遠

四
井

等
の
名
有
之
候
、
も
し
又
高
き
に
取
り

戻

＼
、
、

{

ノ

凌
弩

凌
虚

臨
高

臥
雲

集
雲
等
の
名
有
之
候
、
も
し
又
東
山
に

取
り
候

ハ
・
、
謝
太
傅
高
臥
東
山
の
字

に
就
て
、

高
臥
の
字
も
候

へ
と
も
、

こ
れ
は
字
様
穏
か
な
ら
す

可
有
之
候
欺
、
ま

つ
此
等
之
内
御
心
に
て

御
採
用
も
可
有
之
歎
、
猶
又
撰
進

可
仕
候

ハ
・
、
追
而
可
及
言
上
候
欺
、

四
月

源
君
美
拝

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
楼
名
は
す
べ
て
中
国
の
文
献
に
出
る
。
そ
の
出
典
と
意
図

と
を
解
説
す
る
白
石
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
、
達
観
か
ら
芥
子
ま
で
の
前
半

の
十
四

個
が
実
際

の
候
補
案
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭
の

「達
観
」
「大

観
」
に
は
長
い
解
説
が
あ
り
、
ま
た

「可
楽
」
に
、
字

の
様
子
は
大
観

の
ほ
う
が

よ
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
達
観
」
「大
観
」

を
推
薦
す
る
意
図
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

し
か
し
家
熈
が
採
用
し
た
の
は

「物
外
」
だ

っ
た
。
「達
観
」
「大
観
」
を
捨
て

た
理
由

の
第

一
は
、
白
石
も
懸
念
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

「謙
遜
の
意
」
が
薄
い

そ
ん

こ
と
に
あ
ろ
う
。
「大
観
」
に
は

『易
』
「観
(坤
下
、
巽
上
)
」
卦
の
象
伝

「大
観

し
め

上

に
在
り
。
順
に
し
て
巽
。
中
正
以
て
天
下
に
観
す
。」
も
紹
介
し

て
い
る
。
家

伝
の
後
文
に
は

「聖
人

神
道
を
以
て
教
え
を
設
け
、
而
し
て
天
下
服
す
。
〔聖
人

以
神
道
設
教
而
天
下
服
　
。ご

と
あ
る
が
、
聖
人
に
比
し
天
下
を
治
め
る
人
物
に

は
天
皇
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
、
家
熈
が
自
称
す
る
の
は

「尊
大
」
だ
と
と
ら
れ
る
恐

れ
が
あ
る
。
な
お

「達
観
」
「大
観
」
は
、
『
漢
書
』
「
頁
誼
伝
」
及
び

『文
選
』
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巻
十
三
に
も
収
録
さ
れ
る

「
鵬
鳥
賦
」
の

「達
人
は
大
観
し
物
と
し
て
可
な
ら
ざ

る
無
し

〔達
人
大
観
分
物
無
不
可
〕
」
を
出
典
と
す
る
が
、
こ
の
賦
は
、
不
祥
の

鳥
と
さ
れ
る
鵬
鳥
が
左
遷
さ
れ
た
先

の
家
に
飛
ん
で
入

っ
て
き
た
の
で
、
気
を
晴

ら
そ
う
と
作

っ
た
も
の
だ
と
序
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
道
と
と
も
に
生
き
る
こ
と

を
勧
め
る
鵬
鳥
の
言
葉
の
中
に
あ
る
と
は
い
え
、
左
遷
さ
れ
寿
命
の
短
さ
を
予
感

し
て
作

っ
た
作
品

で
あ
る
こ
と
は
気

に
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
に
続
く

「至
游
」
「至
観
」
「
天
遊
」
は
、
『列
子
』
「仲
尼
篇
」
及
び

『荘

子
』
雑
篇

「外
物
」
中
の
、
い
ず
れ
も
道
家
の
言
葉
で
あ
る
。
無
意
識
の
本
来
的

な
余
裕
を
示
し
、
隠
居
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
は
あ
る
。

「天
尺
」
は
、
杜
甫

の
詩
注
に
引
く
俗
諺

、
さ
ら
に

『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公

九
年
夏

の
記
事
の

「天
威

顔
の
腿
尺
な
る
に
違
は
ず
」

に
さ
か
の
ぼ

っ
て
出
典

を
求
め
る
。
左
伝
の

「天
威
」
は

「天
子
の
御
威
光
」
の
意
で
、
す
ぐ
そ
こ
に
御

尊
顔
が
あ
る
の
と
変
わ
ら
な
い
近
さ
だ
と
い
う
の
だ
が
、
白
石
は

「天
」
に
近
い

と
い
う
意
味
が
、
「
近
衛
」

の

「近
」
に
合

い
、
さ
ら
に
引
退
し
て
も
天
皇
の
近

く
を
離
れ
な
い
忠
義
の
意
を
示
す
と
言
葉
を
加
え
て
い
る
。

「可
楽
」
は
、
東
晋

・
王
義
之
の

「蘭
亭
序
」
を
出
典
と
す
る
。
白
石
が

「蘭

亭
記
」
「此
記
」
と
記
す
の
は
誤
り

で
は
な
く
、
『
古
文
真
宝
後
集
』
で
は

「
記
類
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
引
用
す
る
原
文
は
、
そ
の

「
是
日
天
朗
気
清
、
恵
風
和
暢
」

に
続
く
部
分

で
あ
る
。
解
説

に

「崇
山
清
流
」
等
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
「
蘭
亭

記
」
冒
頭
の

「此
地
有
崇
山
峻
領
、
茂
林
脩
竹
、
又
有
清
流
激
濡
、
暎
帯
左
右
」

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

「万
象
」
に
引
用
す
る
唐
詩
は
宋
之
問
と
王
昌
齢
と
に
互
見
の

「駕
出
長
安
」

詩
の
第
三
句

で
あ
る
。
該
詩
は

『三
体
詩
』
『唐
詩
選
』
と
も
に
未
収
で
あ
り
、

白
石
は
何
に
依
拠
し
た
か
。
御
示
教
を
乞
う
。
宋

・
萢
仲
渣

の

「岳
陽
楼
記
」
は

『古
文
真
宝
後
集
』
等
に
収
録
さ
れ

て
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。

「大
隠
」
に
は
白
居
易

の

「
中
隠
」
詩

の
冒
頭
の
二
句
を
引
用
し
、
「小
山
」

に

は

『楚
辞
』
「招
隠
士
」
の
王
逸

の
序
を
節
略
し
て
載
せ
る
。

い
ず
れ
も
隠
士
を

招
く
意
を
含
む
。
家
熈
が
朝
廷
を
退

い
て
も
、
別
業
に
は
風
雅
の
人
々
が
集
う
で

陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

あ
ろ
う
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
よ
う
に
も
読
め
る
。
な
お
、
「小
山
」
は

「
山
」
字

が

「山
水
清
暉
」
と
重
複
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
物
外
楼

の
下
層
に
か
け
ら
れ
る

額

の
文
字
が
先

に
決
ま

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
次
節

に
紹
介
す
る

「別
啓
」

に

「山
水
清
輝
」
「山
水
清
輝
之
館
」

の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
後
述
。

「
超
然
」
「物
外
」
は
宋

・
蘇
輯

の

「超
然
台
記
」
を
出
典
と
す
る
。

こ
の
二

案
か
ら
、
家
熈
は

「超
然
」
を
取
ら
ず

「
物
外
」
を
採
用
し
て
い
る
。
「
超
然
台

記
」
は
、
蘇
輯
が
赴
任
先
の
密
州
の
城
壁
に
あ

っ
た
古
い
台

の
修
復
を
終
え
て
書

い
た
文
章
で
、
知
人
た
ち
に
和
作
を
求
め
、
そ
れ
ら
詩
賦
は
台
の
石
に
刻
さ
れ
た
。

蘇
輯

の
文

の
中

で
も
著
名
な
作
品
の

一
つ
で
あ
る
。
蘇
輯
は
、
物
は
人
間
の
性
情

を
覆
い
隠
す
が
、
多
く
の
人
は
物
の
内
側
に
遊
ぶ
ば
か
り
で
物

の
外
側
に
遊
ぼ
う

と
し
な
い
と
述
べ
、
自
ら
を

「物
外
」
に
遊
ぶ
者
で
あ
る
と
い
う
。
「大
観
」

の

出
典

で
あ
る

「鵬
鳥
賦
」

に
も

「達
人

大
観
し
て
物
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
無
し
。

〔達
人
大
観
分
物
無
不
可
〕」
と
あ

っ
た
。
な
お

「超
然
」
と
名
づ
け
た
の
は
弟
の

蘇
轍
で
あ
り
、
蘇
轍

の

「超
然
台
賦
」
に
は
、
『
老
子
』
の

「栄
観
有
り
と
難
も
、

燕
処
し
て
超
然
た
り
。

〔錐
有
栄
観
、
燕
処
超
然
〕
」
に
よ

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
な
が
あ
を
前
に
し
て
も
ゆ
っ
た
り
と
く

つ
ろ
ぐ
聖
人
に
蘇

輯
を
た
と
え
る
意

で
あ
る
。
白
石

に
は
さ
ら
に
家
熈
を
た
と
え
る
含
み
が
あ

っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
家
熈
が

「物
外
」
を
選
ん
だ
の
は
、
蘇
輯
に
対
す
る
敬
慕

の

思
い
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「空
中
」
「
芥
子
」
の
二
案
は
そ
れ
ぞ
れ
宋
学
、
仏
教

に
出
る
。
「空
中
」

の
出

典
と
し
て
示
さ
れ
る

「
郡
尭
夫
は
猶

ほ
空
中
楼
閣
の
ご
と
し
。

〔郡
尭
夫
猶
空
中

楼
閣
〕
」
と
い
う
郡
康
節

へ
の
評
価
は
、
程
氏
が
述

べ
た
言
葉
と
し
て

『
二
程
遺

書
』
他
、
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
。
「芥
子
」
は

「須
弥
を
芥
子
に
納
る

〔須
弥
納

芥
子
〕」

に
よ
る
。
「納
」
は

「蔵
」
と
も
作
り
、
と
て
も
小
さ
い
物

(こ
こ
で
は

楼
)
が
非
常
に
大
き
い
も
の
を
入
れ
る
こ
と
を
喩
え
る
。
こ
の
句
は
唐
の
李
渤
が

発
し
た
言
葉
と
し
て
外
曲
ハに
も
見
ら
れ
、
五
山
版

『
禅
林
類
聚
』
そ
の
他
に
も
採

録
さ
れ
て
い
る
。
二
語
は
い
ず
れ
も
広
く
知
ら
れ
る
の
で
、
特
定
の
書
籍
を
出
典

と
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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「
楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

以
上
、

一
条
ず

つ
十
四
案
を
提
示
し
た
あ
と
に
は
、
ま
と
め
て
二
類
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
山
水
清
輝
」

と
意
味
が
重
複
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
風
光

明
媚
な
場
所
に
建

つ
こ
と
を
表
す
語
を
七
種
挙
げ
て
い
る
。
そ
の

「多
景
」
を
除

く
六
案
は
、
宋
末
元
初
の
人
、
周
密

の
筆
記

『武
林
旧
事
』
に
記
録
さ
れ
る
南
宋

の
都
臨
安

(杭
州
)
に
あ

っ
た
楼
、
堂
、
御
苑
の
名
称
に
見
え
る
。

こ
れ
に

つ
い

て
は
次
節
に
述
べ
る
。
な
お

「多
景
楼
」
は
長
江
中
流
南
岸

の
鎮
江

の
町
の
北
固

山
甘
露
寺
に
建

つ
楼
と
し
て
夙
に
有
名

で
、
宋
代
以
降
多
く
の
詩
詞

に
詠
じ
ら
れ

た
名
勝

で
あ
る
。
鴨
川
を
長
江
に
な
ぞ
ら
え
て
提
案
に
加
え
た
の
だ
ろ
う
。

次

の
五
案
は
、
楼

の
高
さ
を
強
調
す
る
言
葉

で
あ
る
。

こ
こ
で
も
初
め
の

「凌

ね

弩
」
「凌
虚
」
は

『武
林
旧
事
』
に
見
え
る
が
、
「臨
高
」
「臥
雲
」
「巣
雲
」
の
三

案
が
ま
と
め
て
見
え
る
書
籍
は
不
詳
。

最
後

の

「高
臥
」
は
、
東
山
に
隠
居
し
て
い
た
東
晋
の
謝
安
が
桓
温
の
求
め
に

よ

っ
て
司
馬
と
な

っ
て
出
発
す
る
時
、
中
丞
の
高
樫
が
謝
安
に
向
か

っ
て
、
朝
廷

の
命
に
も
応
じ
ず
東
山
に

「高
臥
」
し
て
い
た
の
に
と
戯
れ
た
言
葉
に
よ
る
。
故

事
は
と
も
か
く
字
面
が
不
穏
当
な
の
で
、
白
石
は
積
極
的
に
は
勧
め
て
い
な
い
。

た
だ
、
物
外
楼
完
成
の
の
ち
白
石
が
家
凝
に
献
上
し
た
詩
二
首
の
第

一
首
第
二
句

に
こ
の
故
事
を
用
い

「謝
公
本
愛
東
山
幽
」
と
詠
じ
て
い
る
。
前
号
掲
載
の
拙
稿

を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
上
、
白
石
が
提
案
し
た

「楼
名
」
の
出
典
を
検
討
し
た
。
簡
単
に
結
論
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
白
石
は
類
書

な
ど
の
特
定
の
書
籍
を
参
照
し
て
提
案
し
て

い
る
よ
う
で
は
な
い
。
家
熈
か
ら
依
頼
を
受
け
た
白
石
が
用
意
し
た
候
補
は
二
十

七
も
あ
り
、
採
用
さ
れ
た
の
は
十
二
番
目
に
見
え
る

「物
外
」
だ

っ
た
。
「物
外
」

が
蘇
輯

の
著
名
な

「超
然
台
記
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

蘇
輯
が
地
方
官
僚
と
し
て
転
出
し
た
際
に
修
復
し
た
台
を
詠
じ
た
も
の
で
あ

っ
て

「楼
」

で
は
な
く
、
ま
た
関
白
を
辞

し
て
隠
居
す
る
家
熈
と
は
立
場
も
状
況
も
異

な

っ
て
い
る
。
白
石
が
あ
ま
り
力
を
入
れ
て
推
し
て
は
い
な
い
の
も
理
解
で
き
る
。

し
か
し
家
狸
は
そ
れ
を
採
用
し
た
。
背
景
に
は
物
外
に
遊
ぶ
蘇
輯
と
い
う
古
人
に

寄
せ
る
好
意
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
し
、
も
う

一
枚
の

「
山
水
清
暉
」
の
扁
額
と
の
調

和
も
考
慮
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
節

で
は
、
「楼
名
」

の
書
簡
以
前
に
、
扁
額
に
記
す
文
字

に
つ
い
て
の
家
熈

の
下
問
に
答
え
た
と
お
ぼ
し
い

「別
啓
」
を
読
ん
で
み
た
い
。
楼

に
限
ら
ず
、
建

築
物

の
名
称
に

つ
い
て
白
石

の
繭
蓄
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

三
、

「
別
啓
」

「別
啓
」
(
一
六
、
二
×
二

一
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

〔資
料
番
号
三
七

一
七
八
〕

と
あ
る
か
ら
に
は
も
う

一
通
の
書
簡
に
添
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
不
明
。

書
簡
中
に

「御
新
第
の
御
名
の
事
」
と
あ
り
、
新
邸
の
建
物
の
名
づ
け
を
依
頼
さ

れ
て
承
知
を
伝
え
た
私
信
で
あ
る
。
前
半
は
建
築
物
の
種
類
の
解
説
な
ど
に
費
や

さ
れ
、
和
漢
の
比
較
に
及
ぶ
。
後
半
に
具
体
的
な
名
称
が
提
案
さ
れ
る
。

別
啓

一
、
御
新
第
の
御
名
の
事
、
謹
奉
承
知
候
、

無
堪
恭
喜
之
至
候
、
某
承
及
ひ
見

及
ひ
候
庭
に
、
異
邦
の
人
殿
堂

楼
閣
垂
樹
…亭
軒
奄
等

の
類

ま

つ
そ
の
家

つ
く
り
に
定
り
た
る

艦
製
有
之
候
て
、
殿
と
い
ひ
、
堂
と
い
ひ
、

亭
と
い
ひ
、
蕎
と
い
ふ
の
類
有
之
候
と

見
え
候
、
本
朝
の
こ
と
く

二
そ
の
家
の
蹉

製
を
も
論
せ
す
、
軒
と
い
ひ
、
蕎
と

い
ふ
の
例
承
り
及
は
す
候
欺
、
さ
て
、

そ
の
殿
堂
楼
閣
亭
軒
齋
苓

等
に
よ
り
て
、
そ
の
名
も
お
の
つ
か
ら

し
か
る

へ
き
も
の
候
て
、
殿
に
は
名

つ
く

へ
し
、
奄
に
は
用
ひ
か
た
く
、
堂
に
は
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「
楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

名

つ
く

へ
し
、
齋
に
は
用
ひ
か
た
き
な
と

有
之
候
歎
、
蘇
子
謄
、
人
の
漢
書
を

見
候
を
承
候
て
、
亭
墓
楼
閣
の
名

と
も
な
る

へ
き
文
字
い
く
ら
ほ
と
見
出
し

候
歎
と
た

つ
ね
候
な
と
申
す
事
も
有
之
候

て
、

異
邦
の
人
は
心
を
用
ひ
候
事
に
て
候
、

就
中
、
亭
と
申
す
は
、
も
と
こ
れ
騨
舎
な
と

に
て
人
を
望
み
候
も
の
に
て
、
四
面
を
と
り

は
な
し

二
仕
り
候
て
、
や
ね
は
か
り
あ
る
を

申
候
、
今
も
、
東
方
に
は
辻
番
な
と
申
す
も

の

そ
れ
に
て
、
こ
れ
漢
名
亭
舗
と
申
す
も

の
と

存
せ
ら
れ
候
、
た
し
か
な
る
亭
の
製
は
鎌

倉
に
遍
界

一
覧
亭
と
申
す
も
の
、
隆

蘭
漢
や
ら
む
の
時
の
ま

㌧
に
て
有
之
候
を
、

某

一
見
仕
候
、
い
か
に
も
亭
の
製
に
て
候
、
常
住

の

住
居
に
な
る
も
の
に
て
は
な
く
候
、
し
か
る
に
寛

永

の

行
幸
な
と
に
、
二
條
の
亭
と
候
は
、

二
條

の
第
と
申
す
を
字
の
聲
の
み
を

伝
え
候

て
、
文
字
は
誤
り
候
と
存
候
、
軒
と
は

片
ひ
さ
し
の
や
う

二
造
り
た
る
に
て
、

齋
は
学
問
所
に
限
り
候
、
苓
は
草

ふ
き
の
圓
屋
に
て
候
、
こ
な
た
に
て
、
あ
し
の

ま
ろ
や
な
と
申
す
も
の
、
す
な
は
ち
そ
れ
に
て
、

異
邦
に
て
も
、
田
を
守
り
候
所
と
も
庵
な
と

申
候
、
老
心
に
、
草
創
の
も
の
に
て
候
、
殿

の
制
は
、
老
心
に
、
秘
説
の
も
の
に
て
候
、

堂
と
は
す

へ
て
こ
な
た
に
て
書
院
、

又
は
座
敷
な
と
申
す
も
の
、
そ
れ
に
て
可
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名
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を
め
ぐ

っ
て

有
之
候
、
但
し
書
院
と
申
す
も
の
は
、
こ
れ
又

定
り
た
る
製
あ
る
も
の
に
て
、
よ
く
し
れ
る

人
も
す
く
な
く
候
欺
、
皇
は
家
も

な
く

た
ゴ
く

こ
な
た
に
て
や
く
ら
皇
、
又
は

天
守
毫
な
と
申
す
も
の
に
似
た
る
も
の
に
候
、

謝
と
は
毫
に
家
の
あ
る
に
て
候
得

と
も
、

む
か
し
は
そ
の
家

の
製
も
子
細
有
之
候
キ
、

こ
れ
ら
皆
く

御
座

の
間
の
制
に
は

あ
る
ま
し
く
候
欺
、
後
堂
な
と
申
す
も
の
も

候

へ
と
も
、
そ
れ
は
今
申
す
小
書
院
、
又
は

奥
座
敷
な
と
に
も
可
有
之
候
歎
、
し
か
れ
と
も

堂
號
な
と
は
難
も
あ
る
ま
し
く
候
、
た
＼
く

舘
の
字
に
し
く
ま
し
く
候
欺
、
古

の

丞
相
の
家
に
招
賢
舘
な
と
申
す
も

の
な
と
も

有
之
上
は
、
堂
か
舘
欺

二
可
然
候
名
を

撰
進
仕
り
候
、

山
水
の
佳
境
に
候
よ
し

二
有
之
候
得
は
、

某
久
し
く
さ
や
う
の
所
の
楼
閣
堂

舘
の
名
に
も
し
か
る
へ
く
候
と
存
候

て
、

た
く
は
へ
を
き
候
も
の
有
之
候
、

そ
れ
は

謝
塞
運
詩

二
、

山
水
含
コ
清
輝
↓清
輝
能
娯
け
.人
,

と
申
す
は
名
高
き
句
に
て
、
選
の
中

に
も
見
え
候
欺
、

こ
れ
。
よ
り
て
、
南
宋
の
時
、

含
輝
閣
清
輝
亭
轟
壽
肋、
元
の
時
、

湖
山
勝
築

二
清
輝
亭
等
有
之
候
は
、
皆
々

霊
運
か
句

に
と
り
、

こ
な
た
に
て
、
し
か
れ
は
、

清
輝
堂
か
清
輝
舘
な
と
可
然
候
は
ん
欺
、
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但
し
、
御
扁
額
に
は
、
た
＼
三
字
は

世
に
あ
り
ふ
れ
候
や
う
二
も
可
有
之
候
、
南
宋

ノ
時
、
別
是

一
家
春
、
天
開
圖
画
、

松
菊
三
径
、
元
湖
山
勝
築

二
、
林
泉
有
清
整
、

生
清
浄
心
亭
、
江
湖
偉
観
、

養
楽
園
中
に

瀟
然
養
楽
堂
、
生
意
生
物
之
府
、

宋
張
鐡
が
瀟
轡
勝
庭
、
大
嶽
の

風
月
隻
清
亭
、
後
楽
園

ノ
無
邊
風
月

な
と
申
す
扁
額
は
、
こ
な
た
二
め

つ
ら
し
く
候

ま

＼
、
此
躰
を
用
ひ
ら
れ
、

山
水
清
輝

又
は
、

山
水
清
輝
之
舘
な
と
の
類
可
然
候

は
ん
欺
、
某
す

へ
て
京
洛
の
景
を

評
候
に

清
の

一
字
は
他
方
に
な
ら
ひ
な
く
奉
存
候
、

い
は
ん
や
山
水
の
景
と
有
之
候
は
ん
に
、

こ
れ
に
過
候
も
の
あ
る
ま
し
く
候
、
此
外
に
も

い
く
ら
も
可
有
之
候
得
と
も
、
多

く
は
新

奇

二
候
て
愛
し

つ
へ
き
も
久
し
く
し
て
は

厭
ひ
申
す

へ
く
候
、

御
所
な
と
の
御
名
は
か
ろ
き
隠
者

な
と
の

こ
び
候
と
や
ら
む
申
す
や
う
の
事
、
い
か
に
も

用
ひ
か
た
く
可
有
之
候
、
た
ゴ
く

大
や
う
に
、

数
字
の
中

二
な
に
事
も
こ
も
り
候

て
、

し
か
も
出
処
も
た
し
か
な
る
な
を
と
候

よ
り
外
、
不
奉
存
候
、
此
外
、
又
此
の
ち
、

御
茶
や
な
と
の
こ
と
き
も
の
に
名
付

ら
る

へ
く
候
御
事
も
候
は
＼
、
幾

た
ひ
も
可

陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

奉
承
知
候
、
御
庭
な
と

二
た
と

へ
は
苑
か
園

等

の
號
用
ひ
ら
る

へ
く
候
は
＼
、
是
又
、
可
奉

承
知
候
、
あ
は
れ
此
上

の
私
願
は
、
そ
の
山
水
の

絶
境
を

一
見
仕
り
候
鯨
年
も
有
之
候

へ
か
し
と

奉
存
候
よ
り
外
無
之
候
、
尤
又
無
堪
飛
揚
候
、

已
上
、
九
月
十
五
日

冒
頭
、
「
異
邦
の
人
」
す
な
わ
ち
中
国
に
お
い
て
は
建
築
物

の
つ
く
り
と

「
殿

堂
楼
閣
台
樹
亭
軒
庵
等
」
の
名
称

の
関
係
に
決
ま
り
が
あ

っ
て
、
「
本
朝
」
す
な

わ
ち
日
本

で
は
そ
れ
が
乱
れ
て
い
る
と
述
べ
て
、
後
文
の
伏
線
と
す
る
。
中
国
で

建
物
の
名
づ
け
を
心

に
か
け
て
い
た
逸
話
と
し
て
、
蘇
輯
が

『漢
書
』
を
読
ん
で

い
る
人
に
向
か

っ
て
建
物

の
名
前
に
用
い
ら
れ
る
文
字
を
ど
れ
く
ら
い
見

つ
け
た

か
と
尋
ね
た
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
。

こ
の
逸
話
の
出
曲
ハは
不
詳
。
御
示
教
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
。

以
下
、

一
語
ず

つ
解
説
が
続
く
が
、
説
明
に
は
疎
密
が
あ
る
。
最
初

の

「亭
」

は
や
や
長
い
。
壁
が
無
く
屋
根
だ
け
が
あ
る
も
の
と
定
義
す
る
。
本
来
は
駅
舎
な

ど
で
遠
く
の
人
を
望
み
見
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は

「東
方
」
す
な
わ

ち
日
本
で
は
辻
番
所
に
当
た
る
が
、
通
り
に
向
か

っ
て
窓
が
開
い
て
い
る
と
は
い

え
番
所
に
は
壁
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は

「亭
舗
」
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。
中
国

に
お
け
る
亭
の
名
称
に
適
う
も

の
と
し
て
鎌
倉
の
瑞
泉
寺
に
あ

っ
た

「遍
界

一
覧

亭
」
を
挙
げ
る
。
道
隆
蘭
渓
は
、
鎌
倉
時
代
に
来
日
し
た
南
宋
時
代
臨
済
宗
の
僧

侶
。
建
長
寺
を
開
山
し
た
高
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

一
時
は
瑞
泉
寺
に
あ

っ
た
。

こ
の
亭
で
は
後
に
詩
会
が
盛
ん
に
開
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
白
石

の
当

ほ

時
に
存
在
し
た
の
は
水
戸
光
囲
が
再
建
し
た
も
の
だ
が
、
正
し
く
亭
の
つ
く
り
だ

っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
寛
永
三
年
(
一
六
二
九
)御
水
尾
天
皇
二
条
城
行
幸
の
史
料
に

は

「二
条
亭
」
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
は
第
と
亭
の
同
音
に
よ

っ
て
起
こ

っ

た
誤
り
と
推
測
し
て
い
る
。
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陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

続
い
て

「軒
」

は
片
流
れ
の
ひ
さ
し
を
持
ち
、
「斎
」
は
学
問
を
す
る
場
所
に

限

っ
て
用
い
、
「蕎

(庵
)
」
は
草
ぶ
き
の
小
さ
な
丸

い
建
物
で
、
農
作
業
の
た
め

の
仮
小
屋
を
い
う
こ
と
も
あ
る
の
は
中
国
で
も
同
じ
で
、
思
う
に
草
で
作
る
の
だ

ろ
う
と
解
説
す
る
。
「殿
」
は
そ
の
造
り
を

「
秘
説
」
す
な
わ
ち
公
表
し
な
い
も

の
だ
と
い
う
。
「
堂
」
の
説
明
に
い
う
書
院
は
日
本
の
書
院
造
り
の
意
味
で
あ
ろ

う
。
中
国
で
は
堂
は
客
の
応
接
に
用

い
、
書
院
は
書
庫
や
講
学
所
を
い
う
。
「台
」

「
樹
」
は
高
台
及
び
そ
の
上

に
木
造

の
建
造
物
を
築
い
た
も
の
で
、
中
国
古
典
籍

に
は
よ
く
見
る
語
だ
が
、
日
本

で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
た
め
か
、
説
明
に
苦

慮
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
さ
ら

に

「後
堂
」
を
付
け
足
す
も
の
の
、

こ
の
度

の
新
邸

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
否
定
し
、
「館
」
を
推
す
。
「古
の
丞
相
の
家
の

招
賢
館
」
は
、
お
そ
ら
く
漢

の
平
津

侯
公
孫
弘
が
宰
相
と
な

っ
て
東
閣
を
開
き
賢

人
を
招

い
た
故
事
を
い
う
。

こ
の
長
い
解
説

の
後
よ
う
や
く
、

取

っ
て
置
き
だ
と
し
て
、
『文
選
』

に
も
収

録
さ
れ
る
六
朝
宋

・
謝
霊
運
の

「石
壁
精
舎
還
湖
中
」
の

「山
水
含
清
輝
」
の
詩

句
を
提
示
し
、
「山
水
清
輝
」
を
推

薦
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
出
典
と
し
て
宋
元

に
す
で
に

「含
輝
閣
」
「清
輝
亭
」

な
ど
が
あ
る
の
で
、
「亭
」
は
用
い
ず

「清
輝

堂
」
「清
輝
館
」
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
三
字
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る
の
で
扁
額
は

字
数
の
多

い

「山
水
清
輝
」
「山
水
清
輝
之
館
」
が
よ
い
と
い
う
。
扁
額
の
文
字

が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
建
物
が
二
層
で
あ
る
か
ど
う
か
は
未
定
だ

っ

た
か
。
こ
の
白
石
の
提
案
を
受
け
て

「山
水
清
暉
之
処
」
の
額
が
掛
け
ら
れ
た
こ

と
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
。
こ
こ
に
扁
額
の
文
字
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
四
字
以
上

の

名
称
の
う
ち

「風
月
双
清
亭
」
が
明

・
方
升

の

「大
嶽
志
」
に
見
え
る
以
外
は
、

す

べ
て
周
密
の

『武
林
旧
事
』
に
取
材
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
巻
四

「故
都
宮

殿
」
に
、
「清
暉
亭
」
「含
暉
亭
」
「
別
是

一
家
春
」
「天
開
図
画
」
「松
菊
三
径
」
、

巻
五

「湖
山
勝
概
」

で
は
小
麦
嶺

の
旋
徳
顕
慶
教
寺

の

「林
泉
有
清
墾
」、
崇
恩

演
福
教
寺
の

「生
清
浄
心
亭
」
、
葛
嶺
路
に

「
江
湖
偉
観
(「
即
観
台
旧
趾
、
尽
得

江
湖
之
勝
」
の
注
が
あ
る
)」
、
養
楽
園
の

「瀟
然
養
楽
堂
」
「生
意
生
物
之
府
」
、

集
芳
御
園
(
「内
有
仮
山
石
洞
通
出

湖
浜
、
名
日
後
楽
園
」

の
解
説
が
あ
る
)
の

「無
辺
風
月
」
、
ま
た
巻
十

「約
斎
(南
宋

・
張
鐡
の
号
)桂
隠
百
課
」
に

「癩
轡
勝

処
」
が
見
え
る
。
杭
州
の
西
湖
は
日
本
人
に
愛
さ
れ
た
場
所
で
、
そ
の
周
囲
に
あ

っ

た
皇
族
ら
の
住
ま
い
に
ち
な
ん
だ
名
称
は
雅
な
も
の
と
認
識
さ
れ
、
鴨
川
河
畔
に

建

つ
楼

に
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
「楼
名
」
で
も

『武
林

旧
事
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
「別
啓
」

で
は
さ
ら
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
特
筆
し
て
よ
い
。

「
別
啓
」
末
尾
に
は
名
づ
け
の
心
得
と
し
て
、
新
奇
な
名
は
長
く
用
い
る
と
飽

き
る
こ
と
、
隠
居
所
と
言

っ
て
も
重
々
し
く
あ
る
べ
き
こ
と
、
出
典
が
し

っ
か
り

し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

四
、
小
結

こ
こ
に
紹
介
し
た
近
衛
家
凝
の
別
業

へ
の
隠
居
前
後
の
状
況
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
正
徳
三
年
(
一
七

=
二
)
四
月
二
日
、
江
戸
城
に
お
い
て
徳
川
家
継

へ

の
将
軍
宣
下
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
家
熈
は
こ
の
た
め
に
三
月
九
日
に
京
を
出

発
し
、
二
十
三
日
に
江
戸
に
到
着
。

一
か
月
余
り
滞
在
し
た
後
、
五
月

一
日
に
帰

途
に

つ
き
、
十
五
日
に
京
に
帰
着
。
そ
し
て
二
十
三
日
に
は
隠
居
所

の
河
原
御
殿

に
移
り
住
ん
だ
。
家
熈
は
そ
の
前
年

の
正
徳
二
年
(
一
七

一
二
)
の
土
用
干
し
の
際

に
隠
居
所

へ
運
ぶ
本
や
茶
道
具
を
箱
に
詰
め
て
運
び
始
め
て
い
た
と
い
う
。
「
別

啓
」
に
は

「九
月
十
五
日
」
、
「楼
名
」
に
は

「
四
月
」
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
右
の
日
程
を
勘
案
す
る
と
、
「別
啓
」
は
建
物
が
お
よ
そ
そ
ろ

っ
た
正
徳
二

年

の
秋
九
月
、
「楼
名
」
は
正
徳
三
年
、
江
戸
で
二
人
が
面
会
し
た
り
書
物
や
書

跡

・
絵
図
を
貸
借
し
た
り
す
る
機
会
が
多
か

っ
た
時
期
に
、
家
狸
が
依
頼
し
白
石

が
返
答
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
白
石
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
に
違
い
な

い
が
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。
物
外
楼
の
扁
額
は
当
初
は
家
熈
が
自
ら
揮
毫
し

た
も
の
が
掲
げ
ら
れ
、
依
頼
し
て
い
た
清
の
儒
者
王
登
瀟
が
揮
毫
し
た
額
が
掲
げ

ら
れ
た
の
は
享
保
四
年
(
一
七

一
九
)
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
に
紹
介
し
た

『椀
記
』
享
保
九
年
正
月
五
日
の
次
条
に
は
、
琉
球

の
程
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順
則
か
ら
献
上
さ
れ
た

「仮
山
記
」
を
拝
見
す
る
た
め
に
物
外
楼

へ
参
上
し
た
と

き
の
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

○
物
外
楼
上

二
、
青
貝
ノ

一
間
バ
カ
リ
ア
ル
ベ
キ
御
几
ノ
上

二
、
洲
崎

ノ
ヤ
ウ

ニ
、
砂

ヲ
蒔
テ
カ
ザ
ラ
レ
、
其
傍

二
二
巻
ノ
記
ヲ
置
カ
ル
、

ま
た
、
享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
)
二
月
五
日
に
は
物
外
楼
で
松
下
見
櫟
の
七
言

絶
句
に
、
家
熈
、
鷹
司
房
熈
、
山
科
道
安
が
次
韻
す
る
と
い
う
、
親
し
い
主
従
の

集
ま
り
が
あ

っ
た
。
漢
詩
に
は

「」
を
加
え
た
。

○
御
亭

ニ
テ
、
琉
球
人

ノ
、
物
外
楼
ノ
詩
文

ヲ
、
御
見
セ
ナ
サ
ル
。
…
…
御
前
、

大
将
様
(鷹
司
房
熈
卿
。
以下
()
内
は
佐伯
注)
、
御
和
韻

ア
リ
、
隠
密
ノ
御
沙
汰

ア

リ
、
(松
下
)
見
櫟
作
、
「物
外
真
遊
物
外
楼
、
楼
頭
尽
日
侍
仙
遊
、
豊
唯
佳

水
名
山
富
、
八
極
囲
来
入
寸
眸
、」

台
作
(家
凝
公
御
作
)

「主
山
心
水

一
高
楼
、
辞
業
絶
好
物
外
遊
、
黙
坐
迫
遥
携
六
合
、
東
轡
南
岳

不
移
眸
、
」

大
将
様
、
「十
二
欄
干
百
尺
楼
、
山
青
水
秀
対
高
遊
、
共
開
筆
硯
題
詩
処
、

勝
景
無
涯
凝
遠
眸
、」

…
…
拙

ニ
モ
、
和
韻
仕
ル
ベ
キ

ノ
由
仰

ニ
テ
、
奉
之
、

応

命
卒
次
真
山
子
(松
下
見
櫟
の
雅
号
)
之
韻
、

「随
例
同
登
物
外
楼
、
最
恥
才
拙
陪
公
遊
、
春
光
別
置
詩
家
興
、
万
水
千
山

縮
両
眸
」

一
間
も
あ
る
大
き
な
机
の
上
に
砂
を
ま
い
て
飾
り
付
け
ら
れ
た
二
巻
の
記
は
程

順
則
筆

の

「
孔
林
楷
杯
題
字
」
と
察
温
筆

「物
外
楼
楷
杯
為
木
假
山
記
」
と
で
あ

ろ
う
。
ま
た
二
巻

の

「
琉
球
人
の
物
外
楼
の
詩
文
」
は
、
正
徳
四
年
(
一
七

一
四
)

徳
川
家
継
将
軍
襲
職

の
慶
賀
使
の

一
員
で
あ

っ
た
程
順
則
が
、
新
井
白
石
と
も
会

見
し
た
江
戸
か
ら
の
帰
途
、
京
で
近
衛
家
撫
の
依
頼
を
う
け
て
詠
ん
だ

「物
外
楼

記
」
(序
文
及
び
七
言
絶
句
、
七
言
律
詩
各
二
首
)
、
及
び
さ
ら
な
る
家
熈
の
依
頼

に
応
じ
て
久
米
村
人
六
名
が
詠
ん
だ

「物
外
楼
記
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
陽
明

陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

文
庫
に
現
存
し
、
先
年
、
展
観
に
供
さ
れ
た
際

の
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
。
蘇
転
が

超
然
台
を
自
ら
詩
文
に
詠
じ
た
の
み
な
ら
ず
、
友
人
知
人
た
ち
に
詩
文
制
作
を
依

頼
し
た
こ
と
を
、
家
熈
は
知

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
し
て
物
外
楼
は
、

家
熈
と
公
家
や
諸
大
夫
、
幕
府
の
役
職
者
、
儒
者
、
文
人
な
ど
と
の
交
流
の
場
で

あ

っ
た
と
と
も
に
、
琉
球
、
そ
し
て
遠
く
福
建

へ
と
、
人
と
文
化
を
繋
い
だ
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

1

前
号
掲
載
の
拙
論

「
陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「
鄙
作
意
解
」
を
め
ぐ

っ
て
」

に
お
い
て

「君
実
」
と
し
た
の
は
誤
変
換

の
見
落
と
し
。
御
批
正
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
訂
正
し
ま
す
。

2

前
号
掲
載
の
拙
論
に
つ
い
て
幾
人
も

の
先
生
方
か
ら
多
方
面
に
わ
た
る
御
教

示
を
賜

っ
た
こ
と
は
望
外
の
幸
せ
だ

っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
掲
載
に
当
た

っ
て
、
末
尾
に
前
号
論
文

の
訂
正

一
覧
を
載
せ
る
。
本
稿
と

合
わ
せ
て
引
き
続
き
御
批
正
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
く
存
じ
ま
す
。

3

佐
伯
太
註
釈

『
椀
記
注
釈
』
(立
命
館
出
版
部
)巻

一
。
続
い
て

「栄
翼
之
字

説
郭

二
出
、
破
風
造
リ
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
、
大
納
言
殿
ノ
新
殿
ノ
北
隣

二
建
シ
翌

年
ノ
御
作
ナ
リ
。」
と
あ
る
。
そ
の

「
楼
」
に
は

「近
衛
家
河
原
御
殿
物
外
楼
、

公
隠
栖
所
。
以
上
皆
公
詩
。」

の
注
が
、
「大
納
言
殿
ノ
新
殿
」
に
は

「九
条
大

納
言
師
孝
公
ノ
新
殿
」
の
注
が
付
さ
れ

て
い
る
。

4

緑
川
明
憲

『
豫
楽
院
鑑
』
正
徳
元
年

(
一
七

=

)
六
月
二
十
三
日
(勉
誠
出

版
、
二
〇

一
二
年
、
二
〇
〇
頁
)。
な
お
後

の
享
保
十
九
年

(
一
七
三
四
)
に

下
層
だ
け
に
し
た
時
に
も

「
物
外
」

の
名
を
残
し
、
「重
脩
物
外
盧
記
」
を
著

し
て
い
る
。

5

前
掲
書

『豫
楽
院
鑑
』
正
徳
三
年
(
一
七

=
二
)
五
月
二
十
三
日
(二
二
五
頁
)
。

6

杜
詩

の
注
に
つ
い
て
は
長
澤
規
矩
也
編

『和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
三
輯
唐
詩

3

・
4
(古
典
研
究
会
、

一
九
七
四
ー
七
五
)所
収

の
明

・
郡
宝
注

・
過
棟
箋

・

鵜
飼
信
之
等
点

『
(刻
)
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』
(明
暦
二
年

〔
一
六
五
六
〕
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陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

京
都
刊
本
)
に
、
「章
杜
か
居
皆
な
宮
前
に
在
り
。
…
尺
五
、

一
寸
五
尺
を
謂
ふ
、

極
め
て
其
の
近
き
こ
と
を
言
ふ
、
天
は
即
ち
天
子
の
居
る
所
、
未
央
の
前
な
り

(原
文
は
訓
読
文
。
書
き
下
し
文

に
し
て
示
し
た
)」
と
あ
る
。

7

な
お
、
宋

・
周
密

『
武
林
旧
事
』
巻
四

「
故
都
宮
殿
」
中
の
亭
の
名
と
し
て

「可
楽
」
が
見
え
る
。
他
の
候
補
名
に
は

「古
キ
名

二
有
之

(候
)
欺
」
「古
人

取
用
ひ
候
欺
」
と

「
歎

(か
)」
を
添
え
て
断
定
を
避
け
て
い
る
が
、
「可
楽
」

に
は

「
古
キ
名
に
有
之
候
」
と
断
定
し
て
い
る
。

8

村
上
哲
見

・
浅
見
洋
二

『
蘇
輯

・
陸
游
』

(角
川
書
店
、
鑑
賞
中
国
の
古
典

第
二
十

一
巻
、

一
九
八
九
年
、

一
〇

一
～

一
〇
九
頁
)。

9

末
尾
に

「余
弟
子
由
適
在
済
南
、
聞
而
賦
之
、
且
名
其
台
日
超
然
。
以
見
余

之
無
所
往
而
不
楽
者
、
蓋
遊
於
物
之
外
也
。」
と
あ
る
。

10

拙
稿

「近
衛
家
に
お
け
る
蘇
転

の
詩
文
」

(『東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文

化
』
第
八
号
、
二
〇
〇
九
年
)
に
、
歴
代

の
近
衛
家
当
主
が
蘇
輯
の
作
品
を
読

ん
で
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

11

『
武
林
旧
事
』
巻
四

「故
都
宮

殿
」
「
楼
、
博
雅
書
楼

観
徳

万
景

清

暑

清
美

明
遠

碕
香
」
、
「御
園
、
聚
景
園
清
波
門
外
孝
宗
致
養
之
地
、
…

富
景
園
新
門
外
。
孝
宗
奉
太
后
臨
幸
不

一
。
俗
呼
東
花
園
。
…
徳
寿
宮
孝
宗
奉

親
之
所

"
聚
遠
楼
高
宗
雅
愛
湖
山
之
勝
」
、
巻
五

「湖
山
勝
概
」
「秀
野
園
劉
鄭

王
。
有
四
並
堂
。
」

!2

『武
林
旧
事
』
巻
四

「故
都
宮

殿
」
「
亭
、
…
凌
弩
山
頂

迎
黒

会
英

正
己
射
亭
」
、
「
閣
、
…
清
華

凌
虚

清
漏

椅
桂

来
鳳

観
音

芙
蓉
」

13

ち
な
み
に

『宋
書
』
巻
二
十
二

「
楽
志
」
に

「臨
高
台
曲
」
を
収
録
す
る
。

「臨
高
台
以
軒
、
下
有
清
水
清
且
寒
。
江
有
香
草
目
以
蘭
、
黄
鵠
高
飛
離
哉
翻
。

関
弓
射
鵠
、
令
我
主
寿
万
年
。

収
中
吾
。
」
六
朝
詩

の
題
に
も
見
え
る
が

「高

台
に
臨
む
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
臥
雲
」
「巣
雲
」
は
俗
世
を
離
れ
た
場
所
と
し

て
詩
詞
に
多
く
用
い
ら
れ
る
詩
語

で
あ
る
。

14

「卿
累
違
朝
旨
、
高
臥
東
山
」

の
語
は
、
『晋
書
』
巻
七
十
九

「謝
安
伝
」

や

『世
説
新
語
』
「排
調
」
篇
に
見
え
る
。

15

松
浦
静
山

『
甲
子
夜
話
続
編
』
巻
三
十

一
(平
凡
社

『東
洋
文
庫
』
)
に
よ
れ

ば
、
そ
の
後
の
地
震
に
よ

っ
て
倒
壊
し
た
と
い
う
。

蛉

「二
条
亭
行
幸
御
会
和
歌
」
「
二
条
亭
行
幸
和
歌
御
会
懐
紙
之
留
」
「後
水
尾

天
皇
二
条
亭
行
幸
図
」
な
ど
が
国
文
学
研
究
資
料
館

「新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
で
き
た
。

17

『漢
書
』
巻
五
十
八
の
伝
に

「招
賢
館
」
の
文
字
は
な
い
が
、
『
広
群
芳
譜
』

巻
二
十
七
所
収
の
明

・
黄
姫
水
の

「息
園
賞
杏
花
」
詩
に

「平
津
旧
關
招
賢
館
」

と
あ
る
。
な
お

『西
京
雑
記
』
巻
四
に
は

「欽
賢
館
」
「翅
材
館
」
「接
士
館
」

の
三
館
に
分
け
た
と
伝
え
る
。

18

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
書

で
は

『読
郭
』
に
収
録
さ
れ
た

「大
嶽
志
」

の

「南
巌

宮
七
図
述
」
に
見
え
る
。

19

挙
例

の
い
く

つ
か
は
周
密

『
癸
辛
雑
識
』
や
同
時

の
人

で
あ
る
呉
自
牧

『
夢

梁
録
』
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
二
書
は
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
書

の
目
録
に
見
え
な

い
こ
と
、
ま
た

コ
兀

湖
山
勝
概
」
と
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り

『武
林
旧
事
』
に
よ
る
と
判
断
し
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵

の
明
嘉
靖
三
十
九
年
刊

『武
林
旧
事
』
で
確
認
し
た
。

20

前
掲

の
緑
川
明
憲

『
豫
楽
院
鑑
』
正
徳
三
年
五
月
二
十
三
日
(二
二
五
頁
)
。

21

『
豫
楽
院
鑑
』
享
保
十
月
三
日
(二
五
四
頁
)

22

『朝
薫
踊
り
、
順
則
詩
う
1
琉
球
王
国

の
偉
人
1
』
(沖
縄
県
立
博
物
館

・

美
術
館
、
二
〇

一
九
年
)。

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
い
つ
も
快
く
お
許
し
下
さ
り
図
版
の
掲
載
に
格
別
の
御

高
配
を
賜

っ
た
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
の
理
事

・
文
庫
長
、
名
和
修
先
生
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【前
号

「陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「鄙
作
意
解
」
を
め
ぐ

っ
て
」
訂
正
箇
所

一
覧
】

・
一
ペ
ー
ジ
、
上
段

後
ろ
か
ら
十
三
行
目

誤

"
新
井
白
石
、
名
は
君
実
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正

"
新
井
白
石
、
名
は
君
美

・
四
ペ
ー
ジ
、
下
段

後
ろ
か
ら
七
行
目

誤

…
『
お
茶
湯
之
記
』

正

"
『
御
茶
湯
之
記
』

・
七

ペ
ー
ジ
、
下
段

九
行
目

誤

"
詔
す
る
所

正

"
所
謂
(い
わ
ゆ
る
)

・
七
ペ
ー
ジ
、
上
段

十
行
目

誤

"
謂
附
公

正

"
謂
謝
公

・
七
ペ
ー
ジ
、
下
段

十
～
十
二
行
目
訓
読
訂
正

美
が
詩
意
、
謝
公
は
以

へ
ら
く
強
い
て
為
し
始
め
て
出
で
て

毎

に
東
山
に
帰
ト
す
る
を
思
ふ
も
遂

に
果
た
さ
ざ
る
も
、

公
は
以

へ
ら
く
強
い
て
仕
す
る
の
日

栄
を
辞
し
て
東
山
の
游
を
得
し
を
謂
う
。

・
八
ペ
ー
ジ
、
上
段
十
行
目

誤

"
白
石
が

「
漢
陽
」
の
人
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
不
詳
。

正

"
「
漢
陽
」
は
封
領
。

・
九
ペ
ー
ジ
、
上
段

一
～
三
行
目

誤

"
九
月
の
宴
に
先
立

つ
、
正
徳
三
年
八
月
十
二
日
に
右
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
ば

か
り
で
あ

っ
た
。

正

"
正
徳
元
年
二
月
二
十
五
日
に
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

・
九

ペ
ー
ジ
、
上
段

後
か
ら
五
行
目

⑦
の
出
典

『淵
鑑
類
函
』
を

『太
平
御

覧
』
に
変
更

『太
平
御
覧
』
巻
十
八
収

『
易
通
統
図
』
「
日
春
行
東
方
青
道
、
日
東
陸
(日
は
春

に
は
東
方

の
青
道
を
行
く
、
東
陸
と

い
う
)」

・
十

ペ
ー
ジ
、
下
段

後
か
ら
十
二
行
目

誤

"
作
者
不
詳

正

"
杜
甫

陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

・
十

一
ペ
ー
ジ
、
上
段

九
行
目

誤

"
作
者
不
詳

正

"
姜
特
立

・
十

一
ペ
ー
ジ
、
上
段

十
四
行
目

誤

"

「棲
烏
曲
二
首
」

正

"

「烏
棲
曲
二
首
」

・
十

一
ペ
ー
ジ
、
上
段

十
五
行
目

誤

"
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
四
十
六

正

"
『
楽
府
詩
集
」
巻
四
十
八

・
十

一
ペ
ー
ジ
、
下
段
六
行
目

誤

"
強
い
て
家
熈
公
に
～
出
仕
し

て

正

"
謝
安
は
思
う
に
強
い
て
⑳
)出
仕
す
る
こ
と
に
し
て
よ
う
や
く
山
を
出
、

・
十

一
ペ
ー
ジ
、
下
段
八
行
目

誤

"
無
理
し
て

正

"
思
う
に
強
い
て

・
十

一
ペ
ー
ジ
、
下
段
九
行
目

誤

"
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

正

"
遊
ぶ
こ
と
が
お
で
き
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

ご
批
正
を
賜

っ
た
荒
井
健
先
生
、
多
田
昇
子
姉

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
客
員
協
力
研
究
員
。
著
書
に

『詞
論

の
成
立
と
発
展
ー
張
炎
を
中
心
と
し
て
』
(東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年

一
二

月
)、
『
雅
詞
的
受
容

中
日
文
人
封
宋
詞
的
期
望
』

(萬
巻
楼
圖
書
、
二
〇
二
三

年
八
月
)
な
ど
が
あ
る
。
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